




































































































































































































から提出してもらい，特設 HPに掲載する．掲載後にお礼状と 11月 3日の交流会ご招待状をお渡し
する．概ねこのような手順で実施し，進捗管理を行った．
（2）実施結果と成果




教員は 36，2016年度と 2017年度の在外研究者各 1名を除くと，本企画参加が可能なゼミ数は 34で
ある．図表 2に記したインタビューを実施したゼミ数は 20である．該当 34ゼミに対する割合は，
58.8%であり，目標とした 66.7%には若干到達しなかった．
インタビュイー数は 2017年 12月末で 40名に達した．第 1号に名乗りを上げたのは久保ゼミで
2017年 3月という早い時期に実施された．株式会社アンクシステムズの代表取締役・金 明淑氏への
インタビュー記事は，手本として学部内で共有させていただいた．4年生は就職活動の際に，エント
リーシートに大学 HPの記事掲載 URLを記載して，その実績を PRすることが可能である．そのよ
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ドラインを提示した．さらに，初めての試みなので，2017年 10月 4日（水）と 11日（水）に，金
光委員による作成講座を開催した．紙面の都合上，ガイドラインについては省略する．
（4）パネルの大きさと掲示・印刷方法






常のサイズで作成しておき，それを PDF化して，PowerPointの A0サイズ 1枚に，PDF化したペー









が 13ゼミ，実践活動発表型が 4ゼミ，企画内容発表型が 5ゼミであった．審査対象外の自由テーマ
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クラウドファンディングにおいて，All or Nothing 型では目標金額を達成した場合に手数料がかか
る．目標達成しなかった場合，および，申請や審査を含め目標達成するまでの過程では費用は一切































































6月 8日（水）に，READYFOR株式会社のキュレーション室 マネージャー・田島 沙也加氏を講
師にお迎えして，「プロジェクト申請について」と題するセミナーを開催した．参加者は，学生 30名，


























































































































































も加わった．前者 4名については 7月 12日（水）に，畠藤さんについては，10月 24日（火）に具
学部長より任命書が授与された．
図表 10　卒業生なっか氏による応援キャラクター「神山むすび」
在間　敬子：経営学部 50周年記念イベント 457
学生広報大使の主な活動として，次の 5つがある．
①自身の SNSによる PR
最初の活動として，7月と 8月に，学生広報大使がそれぞれ自らの twitterで，身近な知人から広
める活動を行った．「学生広報大使」のアカウントもつくり twitterを始めたが，こちらはあまり活
発に広報されなかった．それをきっかけに，実行推進委員長として私が 8月から，twitterや
Facebookを開始した．
②自動販売機を使った PR活動
8月の学生広報大使のミーティングで，学内に設置されている自動販売機の京産茶を使った広報を
検討した．学生広報大使から，商品ラベルをとりかえるのは難しくても自動販売機の見本を用いて
できるのではないかと提案があった．それを踏まえて，サギタリウス企画に相談し，図表 11に示す
ようなユニークな PRを実施した．
③学生への PR活動として授業での 5分プレゼン
学生広報大使の金沢さん，畠藤さん，天川さん，仲野さんが，履修者数の多い下記の授業で，学
部 50周年についてプレゼンを実施した．図表 12に授業でのプレゼンの様子を示す．
・9月 25日（月）3限「環境マネジメント論 B」（在間）…金沢さん
・9月 26日（火）1限「経営戦略論」（箕輪）…畠藤さん
・10月 2日（月）2限「経営管理論」（具）…畠藤さん
・10月 2日（月）4限「経営組織論」（森永）…仲野さん
・10月 5日（木）2限「経営管理論」（赤岡）…天川さん
図表 11　京産茶の自動販売機を用いた PR
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教室では学生達が熱心に耳を傾け，「とてもわかりやすかった．」と好評であった．学生広報大使
のプレゼンがきっかけで，クラウドファンディングのプロジェクトを申請した学生もいた．
④卒業生への PR活動
ラグビー試合会場へ足を運び，本学ラグビー部の試合を観戦し応援しつつ学部 50周年を PRした．
具体的には，試合開始前とハーフタイムに，愛学心の強い卒業生に呼びかけ，学部 50周年イベント
のチラシと，水野さんのクラウドファンディングへの支援お願いのチラシを，直接手渡しで配布した．
ラグビー応援を兼ねた PRを実施したのは，9月 30日（日）の鶴見緑地競技場での摂南大学戦であっ
た．当日は本学ラグビー部が圧勝であり，試合も楽しみ勝利の喜びを分かち合いながらの PR活動と
なった．写真を図表 13に示す．
複数回のラグビー応援 PRの実施を予定していたが，台風などで中止となり，結局，1回の実施に
留まった．応援の際には，学生広報大使がおそろいの Tシャツを着用した．Tシャツデザインは経
営学部事務室の飛岡さんがボランティアで引き受けてくださった．
図表 12　学生広報大使による授業でのプレゼン
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⑤シンポジウムと交流会での受付
11月 3日のイベントでは受付としても活躍してもらった．写真を図表 14に示す．
図表 14　イベントでも活躍してくれた学生広報大使のみなさん
図表 13　ラグビー応援での PRの様子
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（3）非公式 twitterと Facebook
大学公式の HPや同窓会報等の媒体でお知らせできる事項や頻度には限りがあるため，twitterと
Facebookで，「経営学部 50周年イベント」の非公式アカウントを作り，委員長から積極的かつ柔軟
に情報発信を行った．
10．おわりに
本稿で述べたように，2015年春からの情報収集に始まり，2016年 5月からは実行推進委員会体制
をつくり，2016の秋には予算申請書を作成し，同年 12月から本格的な運営活動にはいった．2018
年 3月まで経営学部 50周年記念イベントとして，活躍する卒業生再発見！インタビュー・ゼミ活動，
シンポジウムおよび交流会，ゼミ研究発表ポスター大会，さらには，チャレンジ応援クラウドファ
ンディングと，膨れ上がったイベントを運営全般を担い，統括責任者として奮闘してきた．
本稿で述べたようないくつかの課題がありながらも，全体としては充実した 50周年イベントを実
行できた．これは，多くの経営学部卒業生と在学生の方々，経営学部の全教員と経営学部事務室の
全職員，広報部や社会連携センターの関係者の方々，同窓会の皆様が，手間暇かけて成し遂げた「む
すんで，うみだす．」成果であると言える．
参加や協力をしてくださった卒業生の皆様，ゼミ活動やシンポジウムに足を運んでくれた在学生
のみなさん，運営を一緒に行った教員委員（2017年度は，柴・森永・箕輪・大室・金光・行待・久保・
伊吹・宮永委員）と事務職員（2017年度は，棚原さん・宮林さん・飛岡さん・佐藤さん・岸本さん・
河東さん・岡本さん）の方々，そして関わり合ったすべての皆様に，心よりお礼を申し上げたい．
皆様のおかげで，ユニークな経営学部 50周年イベントを無事に達成することができました．あり
がとうございました．
